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A-Policy 【重点事業方針】



　
長
野
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
ブ
ド
ウ「
ク

イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
®
」（
＝
表
紙
左
下
）
が
、

高
い
注
目
度
の
中
、
今
年
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

本
県
の
ブ
ド
ウ
販
売
に
つ
い
て
は
、
ブ
ド
ウ

取
扱
実
績
推
移（
別
表
）
に
あ
る
よ
う
に
、

巨
峰
1
強
時
代
か
ら
、
皮
ご
と
種
な
し
品
種

で
あ
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ナ
ガ
ノ

パ
ー
プ
ル
の
登
場
を
経
て
、
平
成
23
年
を
境

に
金
額
的
に
増
加
傾
向
に
転
じ
、
昨
年
は
過

去
最
高
の
取
扱
金
額
1
6
7
億
円
を
達
成
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
登
場
す

る
の
が
、「
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
®
」
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
品
種
お
よ
び
生
産
販
売
に
お

け
る
取
組
み
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

１
．
品
種
の
紹
介

　
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
®
は
、
長
野
県
果
樹

試
験
場
が
「
ユ
ニ
コ
ー
ン
」
に
「
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
」を
交
配
し
育
成
し
た
品
種「
長

果
G
11
」
に
、
長
野
県
が
商
標
登
録
し
た
商

標
名
で
す
。
大
き
な
特
徴
は
、
ま
ず
赤
色
に

着
色
す
る
こ
と
、
そ
し
て
種
な
し
で
糖
度
が

高
い
上
、
皮
ご
と
食
べ
て
も
歯
切
れ
が
非
常

に
良
い
こ
と
で
す
。
収
穫
期
は
9
月
中
旬
か

ら
10
月
上
旬
頃
で
、
県
内
各
地
で
振
興
が
進

ん
で
い
ま
す
。

２
．
生
産
に
お
け
る
取
組
み

　
全
農
長
野
で
は
、
昨
年
よ
り
長
野
県
と
連

携
し
な
が
ら
収
穫
や
出
荷
に
向
け
た
目
合
わ

せ
を
実
施
し
、
品
質
・
出
荷
基
準
の
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
状
で
は
、
栽
培

地
域
・
栽
培
方
法
に
よ
る
着
色
の
バ
ラ
つ
き

が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
“
食
味
確
保
を
最

優
先
に
出
荷
の
徹
底
を
図
る
”
と
い
う
部
分

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
赤
系
皮
ご
と
種
な
し
ブ
ド
ウ
は
、
島
根
県

の
神
紅
、
山
梨
県
の
甲
斐
ベ
リ
ー
７
に
続
く

第
２
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
に
な
る
べ
く
、

各
県
で
産
地
化
の
競
争
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
県
は
特
に
こ
こ
数
年
で
、
可
能
な
限
り
全

県
レ
ベ
ル
で
の
情
報
共
有
の
場
を
設
定
し
な

が
ら
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
品
質
レ
ベ
ル

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

３
．
販
売
に
お
け
る
取
組
み

　
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
®
は
す
で
に
、
一
部

の
市
場
・
販
売
先
の
方
に
は
知
ら
れ
、
試
食

も
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
関
係
者
の

期
待
値
は
非
常
に
高
い
で
す
。
初
年
度
に
お

い
て
は
、“
量
が
限
ら
れ
る
中
で
の
最
大
の

Ｐ
Ｒ
効
果
”
を
考
え
た
場
合
、“
話
題
性
を

い
か
に
作
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
”
が
大

き
な
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　
デ
ビ
ュ
ー
企
画
の
一
つ
と
し
て
、
仲
卸
関

係
者
に
向
け
た
求
評
会
を
開
催
し
、
ク
イ
ー

ン
ル
ー
ジ
ュ
®
の
特
徴
を
P
R
す
る
と
と
も

に
、
市
場
関
係
者
と
は
、
販
売
開
始
に
合
わ

せ
た
W
E
B
販
促
会
議
を
予
定
し
ま
す
。
ま

た
、
特
に
ラ
ジ
オ
に
力
を
入
れ
、「
ぶ
ど
う

三
姉
妹
®
」
や
「
９
月
23
日
長
野
県
ぶ
ど
う

の
日
」
も
絡
め
な
が
ら
、
県
内
外
問
わ
ず
数

社
の
ラ
ジ
オ
局
の
コ
ー
ナ
ー
内
に
お
い
て
、

著
名
人
の
試
食
や
リ
ス
ナ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

２
次
訴
求
を
狙
っ
て
い
き
ま
す
。

　
二
つ
目
に
は
、
果
専
店
や
ス
イ
ー
ツ
業
態

な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
相
性
の
良
い
業
態
へ
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
す
で
に
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
は
、
果
実
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

超
え
て
、
ス
イ
ー
ツ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
高
い

付
加
価
値
を
得
て
い
る
た
め
、
同
じ
手
法
で

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
図
っ
て
い
き
ま
す

（
＝
表
紙
中
央
下
・
ス
イ
ー
ツ
店
で
の
展
開
）。

　
全
農
長
野
で
は「
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
®
」

を
末
永
く
流
通
し
て
い
く
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ

る
商
品
に
育
て
て
い
く
た
め
に
、
栽
培
か
ら

販
売
に
至
る
ま
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を

し
っ
か
り
と
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
は
、
野
菜
事
業

５
８
９
億
５
千
万
円
、
花
き
事
業
60
億
円
、

購
買
種
苗
事
業
８
億
２
千
万
円
で
あ
り
、
合

計
６
５
７
億
７
千
万
円
の
事
業
計
画
の
達
成

に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

１
．
野
菜
事
業
の
進
捗
状
況

【
生
産
販
売
状
況
】

　
春
先
は
好
天
に
よ
り
圃
場
作
業
が
順
調
に

進
み
ま
し
た
。
そ
の
後
も
高
め
の
気
温
と
適

度
な
降
雨
に
よ
り
、
各
地
区
で
生
育
が
進
み

ま
し
た
。
桜
の
開
花
は
長
野
市
で
「
３
月
23

日
」
と
気
象
庁
の
統
計
開
始
以
降
最
速
と
な

り
、
各
品
目
と
も
例
年
よ
り
早
い
出
荷
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
低
温
や
干
ば
つ
の
影

響
で
生
育
は
や
や
停
滞
し
、
４
月
か
ら
５
月

は
不
安
定
な
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。
梅
雨
入

り
は
平
年
よ
り
や
や
遅
か
っ
た
も
の
の
、
降

水
量
は
昨
年
よ
り
少
な
く
、
そ
の
後
の
生
育

は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
出
荷
最
盛
期
に

向
け
て
、
出
荷
計
画
に
基
づ
い
た
事
前
売
り

込
み
、
企
画
投
入
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
末
端
消
費
の
需
要

減
少
が
相
場
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
昨

年
の
量
販
店
は
「
巣
ご
も
り
需
要
」
で
伸
張

し
ま
し
た
が
、
今
年
は
昨
年
ほ
ど
の
勢
い
は

な
く
、業
務
加
工
需
要
も「
緊
急
事
態
宣
言
」

や
「
ま
ん
延
防
止
措
置
」
の
影
響
で
人
流
が

制
限
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
外
食
を
中
心
に

低
迷
し
ま
し
た
。
一
方
、
野
菜
の
生
育
は
順

調
で
出
荷
量
が
増
加
し
販
売
環
境
が
悪
化
し

た
た
め
、
ハ
ク
サ
イ
と
レ
タ
ス
３
品
で
は
７

月
か
ら
国
の
緊
急
需
給
調
整
事
業
の
発
動
を

実
施
し
、
価
格
浮
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
梅
雨
明
け
以
降
は
猛
暑
の
影
響
で
作
柄
が

悪
化
し
て
出
荷
量
が
減
少
し
た
こ
と
と
、
サ

ラ
ダ
商
材
の
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
も
あ
り

レ
タ
ス
類
に
つ
い
て
は
発
動
を
中
止
し
ま
し

た
が
、
ハ
ク
サ
イ
は
猛
暑
の
影
響
も
あ
り
末

端
消
費
が
引
き
続
き
鈍
く
、
事
業
を
継
続
し

て
価
格
浮
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
８
月
に
入
り
各
品
目
の
作
柄
が
再
び
回
復

し
た
た
め
、
特
別
対
策
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
販
売
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
野
菜
の
重
点
推
進
事
項
】

⑴�

生
産
者
の
手
取
り
最
大
化
に
向
け
た
販
売

力
の
強
化

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
重
点
実
需
者
と
の
対

面
で
の
商
談
が
困
難
な
た
め
Ｗ
ｅ
ｂ
商
談
を

行
い
、
定
期
的
な
販
促
企
画
の
計
画
実
施
を

進
め
、
状
況
に
応
じ
て
迅
速
な
売
価
変
更
や

特
売
企
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実

需
者
と
連
携
し
た
取
組
み
と
し
て
、
キ
ム
チ

増
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
継
続
し
、
カ
ッ
ト
レ

タ
ス
や
カ
ッ
ト
キ
ャ
ベ
ツ
の
増
量
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
ハ
ク
サ
イ
の
輸

出
拡
大
に
向
け
て
は
卸
売
会
社
と
情
報
共
有

し
、
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
掴
ん

で
関
係
者
で
共
有
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
販
売

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑵�

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
に
基
づ
く
生
産
販

売
提
案
の
取
組
み
強
化

　
実
需
者
要
望
、
産
地
状
況
を
考
慮
し
た
取

組
み
と
し
て
、
規
格
の
簡
素
化
に
よ
る
業
務

用
キ
ュ
ウ
リ
と
壬
生
菜
・
ピ
ー
マ
ン
の
生
産

拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。
業
務
用
キ
ュ
ウ
リ

は
春
先
の
講
習
会
や
出
荷
目
揃
い
会
を
開
催

果実課

生
産
販
売
部 

果
実
課
の
取
組
み 

期
待
の
ブ
ド
ウ
新
品
種「
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュR
」デ
ビ
ュ
ー

野菜花き課

生
産
販
売
部 

野
菜
花
き
課
の
取
組
み

業務用キュウリの圃場

ジュース用トマトの圃場
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し
ま
し
た
。
大
型
生
産
法
人
へ
の
生
産
販
売

提
案
と
し
て
、
実
需
者
と
紐
付
け
し
た
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
生
産
出
荷
の
実
施
、

ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト
の
異
業
種
へ
の
栽
培
提

案
と
関
係
者
と
連
携
し
た
生
産
サ
ポ
ー
ト
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑶�

出
荷
機
能
の
強
化
と
広
域
的
利
用
体
制
の

確
立

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
バ
ラ
集
荷
対
策
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
関
係
者
と
協
議
を
し
て
進
め
て
き
た
も

の
の
体
制
が
整
わ
ず
、
春
芽
は
断
念
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
協
議
を
続
け

ま
す
。

　
広
域
化
に
向
け
た
規
格
統
一
の
取
組
み
と

し
て
、
昨
年
か
ら
引
き
続
き
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
県
下
統
一
規
格
に
向
け
た
試
験
を
各
地
区

で
進
め
て
い
ま
す
。
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減

に
向
け
て
今
後
も
関
係
者
と
協
議
検
討
を
進

め
、
輸
送
試
験
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

⑷
物
流
対
策
・
輸
送
効
率
化

　
販
売
流
通
企
画
課
と
将
来
的
な
長
距
離
輸

送
に
向
け
た
取
組
み
、
包
装
資
材
課
と
段

ボ
ー
ル
の
規
格
統
一
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
を

目
的
と
し
た
ピ
ー
マ
ン
の
箱
詰
め
・
輸
送
試

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
双
方
と
も
産
地
事
情

や
品
目
・
輸
送
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
関
係

者
と
協
議
を
し
な
が
ら
今
後
も
進
め
て
い
き

ま
す
。

２
．
花
き
事
業
の
進
捗
状
況

【
生
産
販
売
状
況
】

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
昨
年
の
花
き
事

業
は
大
き
く
低
迷
し
ま
し
た
が
、
販
売
環
境

は
全
般
的
に
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
依
然
と
し
て
冠
婚
葬
祭
等
の
業
務
需
要
は

低
迷
し
て
い
ま
す
。

　
春
先
の
生
育
は
野
菜
同
様
、
全
国
各
産
地

の
前
進
出
荷
に
よ
り
本
県
の
出
荷
開
始
期
の

相
場
は
堅
調
に
推
移
し
ま
し
た
。
５
月
の
物

日
需
要
も
注
文
が
多
く
高
値
基
調
で
推
移
し

ま
し
た
が
、
梅
雨
入
り
以
降
は
曇
天
や
緊
急

事
態
宣
言
の
拡
大
に
よ
る
人
流
の
制
限
、
冠

婚
の
キ
ャ
ン
セ
ル
等
に
よ
り
需
要

は
低
迷
し
ま
し
た
。

　
出
荷
量
は
天
候
に
左
右
さ
れ
て

一
進
一
退
を
繰
り
返
し
、
不
需
要

期
の
６
月
は
市
場
へ
の
入
荷
量
が

大
き
く
増
え
ず
堅
調
な
販
売
、
そ

の
後
、
盆
に
向
け
て
の
需
要
は
高

ま
っ
た
も
の
の
北
海
道
な
ど
の
高

冷
地
か
ら
の
出
荷
が
本
格
化
し
相

場
へ
の
転
嫁
は
あ
ま
り
見
え
ず
に

推
移
し
ま
し
た
が
、
昨
年
に
比
較

す
る
と
現
時
点
ま
で
は
堅
調
な
販

売
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

ブロッコリーの規格統一試験

JR長野駅の展示

JR松本駅の展示

JA長野県ビル１階の展示

　
消
費
宣
伝
活
動
で
は
、
一
人
一
束
運
動
や

小
売
店
・
量
販
店
で
の
長
野
県
フ
ェ
ア
の
開

催
、
消
費
喚
起
対
策
と
し
て
昨
年
に
引
き
続

き
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
と
松
本
駅
で
県
産
花
き
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
よ
り
Ｊ
Ａ
長

野
県
ビ
ル
ロ
ビ
ー
に
て
県
産
花
き
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
花
育
活
動
で
は
、
県
外
の
小
学
校
入
学
式

で
の
花
束
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
で
の
親
子
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
を
開
き
、
将
来
的
な
需
要
拡
大
に
も

努
め
ま
し
た
。

　
例
年
７
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
た
夏
の
信

州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
の
代
替
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、「
信
州
フ
ラ
ワ
ー
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
詳
細
は
本
誌
７

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
花
き
の
重
点
推
進
事
項
】

⑴�

生
産
者
の
手
取
り
最
大
化
に
向
け
た
販
売

力
の
強
化

　
重
点
実
需
者
と
複
数
産
地
・
複
数
品
目
に

よ
る
取
引
拡
大
、
安
定
品
質
・
数
量
の
確
保

の
た
め
の
栽
培
講
習
会
や
情
報
交
換
会
・
出

荷
目
揃
い
会
を
実
施
し
ま
し
た
（
コ
ギ
ク
、

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ア

ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
他
）。

⑵�

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
に
基
づ
く
生
産
販

売
提
案
の
取
組
み
強
化

　
長
野
県
内
で
の
販
売
強
化
の
取
組
み
と
し

て
、
県
内
大
手
生
花
加
工
会
社
と
の
商
談
に

よ
り
県
内
主
要
量
販
店
で
の
フ
ェ
ア
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
も
出
荷
計
画
に
基
づ
き
各

所
へ
の
提
案
を
進
め
ま
す
。

⑶�

集
出
荷
機
能
の
強
化
と
広
域
的
利
用
体
制

の
確
立

　
広
域
共
同
販
売
体
制
の
構
築
と
し
て
、
中

信
３
Ｊ
Ａ
合
同
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
市
場

展
示
と
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
の

共
同
販
売
体
制
に
向
け
た
検
討
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
県
域
で
の

合
同
販
売
に
向
け
て
規
格
統
一
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
後
は
品
目
を
拡
大
し
て
同

講
習
会
を
開
催
し
、
有
利
販
売
に
向
け
た
取

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ギ
ク
に
つ
い
て
は
今
後
も
新
規
栽
培
者

の
獲
得
を
進
め
、
栽
培
講
習
会
の
開
催
や
生

産
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑷
物
流
対
策
・
輸
送
効
率
化

　
中
継
利
用
・
気
付
輸
送
の
産
地
実
態
に
合

わ
せ
た
効
率
的
輸
送
に
向
け
た
調
査
検
討
と
、

輸
送
効
率
化
に
向
け
た
段
ボ
ー
ル
規
格
の
見

直
し
検
討
を
実
施
し
ま
す
。

信州フラワーサマーフェスティバル　アレンジメントと県産花きの展示

県外量販店での県産花き合同展示会

アルストロメリア講習会
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１
．�

低
価
格
モ
デ
ル
農
機
の
共
同
購
入

　
昨
年
10
月
に
発
表
さ
れ
た
「
第
２
弾
共
同

購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
（
33
馬
力
）」
の
供
給
拡

大
を
進
め
ま
す
。
第
１
弾
同
様
、
全
国
の
生

産
者
か
ら
の
意
見
を
反
映
し
開
発
さ
れ
た

「
第
２
弾
共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
」
は
、
基

本
と
な
る
ベ
ー
ス（
馬
力
・
車
格
）
は
同
一

と
し
、
生
産
者
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

型
式
を
選
定（
キ
ャ
ビ
ン
・
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

仕
様
等
）
い
た
だ
く
こ
と
で
、
生
産
者
の
営

農
規
模
と
栽
培
品
目
の
拡
大
を
支
援
す
る
ト

ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
３
か
年
の
取
組
み
で
累
計
1
1
0
台
の
成

約
を
目
標
と
し
ま
す
。

２
．�

重
点
購
買
に
よ
る
県
域
推
奨
型
式
の
機

種
拡
大

　

平
成
28
年
よ
り
取
組
み
を
進
め
て
い
る

「
県
域
推
奨
型
式
」
は
、
現

在
7
型
式（
ト
ラ
ク
タ
ー
２

型
式
・
畔
草
刈
機
１
型
式
・

管
理
機
２
型
式
・
歩
行
モ

ア
１
型
式
・
バ
ッ
テ
リ
ー

動
噴
１
型
式
）
を
推
奨
型

式
と
し
て
位
置
づ
け
、
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
需
要
・
流
通
実

態
に
合
っ
た
型
式
を
設
定

し
、
県
本
部
に
て
一
括
仕

入
れ
を
行
い
購
買
メ
リ
ッ

ト
を
創
出
す
る
こ
と
で
、

取
組
み
開
始
以
来
、
順
調

な
販
売
実
績
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
も
新
た
な
機
種

設
定
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
中
堅

職
員
に
よ
る
選
定
会
議
を

開
催
し
、
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

３
．
中
古
農
機
の
流
通
促
進

　
豊
富
な
中
古
農
機
需
要
に
応
え
る
た
め
、

「
不
用
農
機
査
定
買
取
」
に
取
り
組
む
J
A

の
拡
大
と
、
民
間
業
者
等
を
介
し
た
中
古
農

機
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
全
農
長
野
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
中
古
機
情
報
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
県
内
流

通
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

４
．�

最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
関
連
機
械
へ
の
対
応

　
省
力
化
・
規
模
拡
大
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト

農
業
関
連
機
械
の
開
発
・
普
及
に
向
け
、
行

政
・
開
発
メ
ー
カ
ー
・
生
産
振
興
部
署
と
の

連
携
を
進
め
、
新
た
な
技
術
の
紹
介
・
導
入

促
進
を
図
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
Ｊ
Ａ
職
員
向
け
の
「
農
業
用

ド
ロ
ー
ン
取
扱
研
修
会
」
を
開
催
し
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
で
の
取
り
扱
い
拡
大
に
向
け
た
取

組
み
を
進
め
ま
す
。

５
．
県
域
整
備
事
業
体
制
構
想
の
策
定

　
大
型
化
・
高
性
能
化
す
る
農
業
機
械
の
修

理
整
備
体
制
に
つ
い
て
、
現
状
実
態
お
よ
び

将
来
的
な
需
要
予
測
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

「
県
域
整
備
事
業
体
制（
将
来
構
想
）」
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

生産購買部

生
産
購
買
部

農
業
機
械
課
の
取
組
み

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
活
課
で
は
、
新
規
事
業

と
し
て
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス「
ら
く

J
A
ん
お
届
け
便
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
ご
利
用
方
法
は
、
専
用
W
e
b
サ
イ
ト
か

ら
会
員
登
録
後
、
お
買
い
物
を
お
楽
し
み
い

た
だ
く
と
、
宅
急
便
で
ご
指
定
の
住
所
へ
お

届
け
す
る
、
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

　
新
規
会
員
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

サ
イ
ト
内
の
お
買
い
物
で
使
用
で
き
る

5
0
0
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
も
れ
な
く
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
お
買
い
上
げ
金
額

税
込
1
0
0
円
に
つ
き
1
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
、
サ
イ
ト
内
の
お
買
い
物
で
1
ポ
イ
ン

ト
1
円
分
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
取
扱
商
品
は
「
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
」

や
「
㈱
長
野
県
A
・
コ
ー
プ
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
」
を
中
心
と
し
た
、
加
工
食
品
、
菓
子
、

日
用
品
、
冷
凍
食
品
を
約
4
0
0
品
で
す
。

商
品
は
順
次
拡
大
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
9
月
1
日
㈬
か
ら
10

月
31
日
㈰
の
期
間
中
は
、「
一
部
商
品
ポ
イ

ン
ト
最
大
10
倍
セ
ー
ル
」「
L
I
N
E
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
お
友
達
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

「
お
得
に
送
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
敬
遠
さ
れ
る
中
、
玄

関
先
ま
で
お
届
け
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

安
全・安
心
の「
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
」

を
は
じ
め
、
お
米
や

備
蓄
品
等
の
重
い
も

の
、
か
さ
ば
る
物
の

購
入
に
「
ら
く
J
A

ん
お
届
け
便
」
を
ご

活
用
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

　
組
合
員
を
は
じ
め

一
般
の
皆
様
に
も
幅

広
く
エ
ー
コ
ー
プ

マ
ー
ク
品
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
今

後
も
P
R
活
動
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

9
月
1
日
プ
レ

オ
ー
プ
ン
、
10
月
1

日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
で
す
。
皆
様
の
「
ら

く
J
A
ん
お
届
け
便
」
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

生活課

生
活
部 

生
活
課
の
取
組
み

新
規
事
業
「
ら
く
J
A
ん
お
届
け
便
」

らくJAんお届け便
LINE公式アカウント

お友達登録は
こちらから↓↓
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野
菜
花
き
課

　
全
農
長
野
花
き
専
門
委
員
会
は
７
月
21
日

㈬
と
22
日（
木
・
祝
）
の
２
日
間
、「
信
州

フ
ラ
ワ
ー
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
し
た
（
＝
表
紙
上
）。
こ
れ
は
、「
信

州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
中
止
に
伴
う
代
替
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
の
東
西
連
絡
通
路
で
、
輪
ギ

ク
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
な
ど
、
旬
の
県
産
花
き

1
0
0
点
以
上
と
、
長
野
県
や
長
野
県
生
花

商
業
協
同
組
合
と
の
連
携
に
よ
り
、
県
産
花

き
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
駅
ビ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
長
野
店
と
の
連
携
に
よ
り
、
店
舗
入
口

に
県
産
花
き
を
使
っ
た
大
型
装
花
も
展
示
。

夏
の
花
が
長
野
駅
周
辺
を
彩
り
、
暑
い
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
来
場
者
や
通
行
客
が

足
を
止
め
て
写
真
撮
影
を
す
る
な
ど
、
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
野
市
や
長
野
市
教
育
委
員
会
の

協
力
に
よ
り
市
内
の
公
立
小
学
校
へ
事
前
に

イ
ベ
ン
ト
告
知
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
夏

休
み
中
の
小
学
生
や
親
子
連
れ
が
多
数
訪
れ
、

新
た
な
世
代
へ
の
P
R
も
で
き
ま
し
た
。

　
開
催
期
間
中
、
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
長
野
店
1

階
に
あ
る
生
花
店（
ヌ
ボ
ー
ラ
ル
ブ
ル
）で
は
、

同
店
と
営
業
課
と
の
連
携
に
よ
り
信
州
産

フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
来

場
さ
れ
た
方
へ
の
県
産
花
き
購
入
店
舗
と
し

て
ご
案
内
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
生
花
卸
売
市
場
の
㈱
大
田
花
き
、
㈱
な

に
わ
花
い
ち
ば
で
の
品
種
展
示
、
生
花
店
の

ラ
ン
ド
フ
ロ
ー
ラ
３
店
舗（
新
宿
周
辺
）
で

の
展
示
・
Ｐ
Ｒ
販
売
を
実
施
。
こ
れ
ら
す
べ

て
の
様
子
を
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぎ
、
生
産
者
へ

Y
o
u
T
u
b
e
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
す
る
と
い
う
、
新

た
な
試
み
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
は
、
両
市
場
の
社
長
よ

り「
花
の
需
要
動
向
の
変
化
と
今
後
の
展
望
」

を
テ
ー
マ
に
話
を
伺
い
、
産
地
で
の
情
報
共

有
・
発
信
方
法
の
一
つ
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

「
信
州
フ
ラ
ワ
ー
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
！

中
信
事
業
所 

営
農
資
材
課

畜
産
課

　
８
月
３
日
㈫
、
大
阪
市
食
肉
市
場
㈱
に
お

い
て
「
第
42
回
信
州
和
牛
県
内
産
枝
肉
共
励

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
遅
い
梅

雨
明
け
と
な
り
、
本
格
的
な
和
牛
需
要
が
高

ま
る
大
阪
で
“
生
ま
れ
も
育
ち
も
長
野
県
”

の
和
牛
33
頭
を
出
品
上
場
し
ま
し
た
。「
信

州
和
牛
」
の

中
で
も
、
オ

レ
イ
ン
酸
値

の
評
価
を
取

り
入
れ
た

「
信
州
プ
レ

ミ
ア
ム
牛
肉
」
は
、
購
買
者
か
ら
も
「
信
プ

レ
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
多
く
の
購
買
者
か

ら
注
目
を
集
め
て
お
り
、
こ
の
日
も
大
勢
の

購
買
者
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。
セ
リ
販
売

に
先
立
ち
枝
肉
の
審
査
も
行
わ
れ
、
最
優
秀

賞
に
は
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
の
竹た

け
内う

ち
徳と

く
雄お

さ
ん

の
去
勢
牛
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
枝
肉
重
量
は

5
7
8
・
0
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
1
1
4

平
方
㎝
と
充
分
な
大
き
さ
で
、
霜
降
り
度
合

い
を
示
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ
ン
バ
ー
は
12
と
最
高
の

評
価
で
し
た
。
出
品
牛
の
う
ち
4
等
級
以
上

の
比
率
が
1
0
0
％
、
５
等
級
に
つ
い
て
は

64
％
と
優
秀
な
枝
肉
が
揃
い
、
出
品
牛
全

て
が
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」
に
認
定

さ
れ
、
市
場
関
係
者
か
ら
も
高
い
評
価
を

頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
畜
産
課
で
は
、
更
な

る
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛

肉
」
の
認
知
度
向
上
を
図
り
、

市
場
で
の
有
利
販
売
に
よ

る
生
産
者
手
取
り
最
大
化

を
目
指
し
て
、
販
売
促
進
対

策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

第
42
回
信
州
肉
牛
県
内
産
枝
肉
共
励
会

開
催
さ
れ
る 

～
生
ま
れ
も
育
ち
も
長
野
県
産
の
和
牛
を
Ｐ
Ｒ
～

　
生
産
資
材

事
業
推
進
協

議
会
肥
料
農

薬
専
門
部

会
・
農
機
専

門
部
会（
い

ず
れ
も
中
信

支
部
）
は
、
7
月
28
日
㈬
安
曇
野
市
三

郷
の
リ
ン
ゴ
圃
場
に
て
「
ス
マ
ー
ト
農

業
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
今
、
農
家
組
合
員
の
方
か
ら
ス

マ
ー
ト
農
業
関
連
機
械
の
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
を

中
信
地
区
Ｊ
Ａ
の
農
機
担
当
者
、
資
材

担
当
者
、
営
農
技
術
員
に
広
げ
、
両
専

門
部
会
の
合
同
活
動
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

　
研
修
し
た
機
械
は
、
完
全
自
動
の
ロ

ボ
ッ
ト
草
刈
機「
オ
ー
ト
モ
ア
」、
完

全
無
人
化
で
農
薬
散
布
や
運
搬
を
行
う

農
業
用
無
人
車「
R
1
5
0
」、
ア
シ

ス
ト
ス
ー
ツ「
E
v
e
r
y
」・「
ラ
ク

ニ
エ
」、
試
作
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が

ニ
ー
ズ
の
高
い
「
電
動
運
搬
カ
ー
ト
」

の
４
品
目
で
、
い
ず
れ
も
果
樹
園
に
お

け
る
作
業
の
省
力
化
に
つ
な
が
り
、
今

後
の
普
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
商
品
で

す
。
当
日
は
猛
暑
の
中
で
あ
り
な
が
ら

20
名
の
Ｊ
Ａ
担
当
者
に
参
加
い
た
だ
き
、

熱
心
に
商
品
の
特
性
や
推
進
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、
果
樹
関
連
機
械

に
絞
り
、
対
象
を
Ｊ
Ａ
担
当
者
に
限
定

し
ま
し
た
が
、
急

速
な
ス
マ
ー
ト
農

業
の
普
及
を
考
慮

し
、
対
象
を
農
家

組
合
員
の
皆
様
ま

で
広
げ
た
研
修
の

場
の
必
要
性
を
確

認
し
ま
し
た
。
こ

の
研
修
会
を
契
機

に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
各
部
門
が
一
体

と
な
っ
た
ス
マ
ー

ト
農
業
の
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
研
修
会
を
開
催

（
中
信
支
部
各
専
門
部
会
）～
農
家
組
合
員
に
向
け
商
品
知
識
を
習
得
～

第42回信州和牛県内産枝肉共励会　入賞者� （敬称略）

賞 ＪＡ・農協名 生産者 性別
最優秀賞１席 信州うえだ 竹内　徳雄 去勢

優 秀 賞 南信酪農協 中原　洋 去勢
〃 松本ハイランド 竹渕　洋平 去勢

優 良 賞 ながの 中澤　秀一 去勢
〃 全農長野 三岳牧場 去勢

素牛生産者賞 長野八ヶ岳 雫田　茂

共励会成績
種性別 平均枝肉重量 平均単価

和牛去勢 565.9kg 2,662 円
和牛雌 475.1kg 2,522 円

農薬散布や運搬を行う農業用無人車「R150」ロボット草刈機「オートモア」

アシストスーツ「Every」

MIDORI長野店入口の大型装花　

品種の特徴などを説明（オンラインイベント）

生花店によるデモンストレーション（オンラインイベント）
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新 採 用 職 員 紹 介

令和3年度の新採用職員18名を順次ご紹介します

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
信
州

大
学
生
協
食
堂
に
て
、
信
州

産
農
産
物
を
使
っ
た
食
育
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
と
、「
国
際

果
実
野
菜
年
２
０
２
１
」
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
、
果
実
や
野
菜
・
き
の

こ
を
毎
日
の
食
生
活
に
取
り
入

れ
る
重
要
性
を
発
信
し
ま
し
た
。

　
食
育
ラ
ン
チ
は
、
長
野
県
生

活
協
同
組
合
連
合
会
と
信
州
大

学
生
活
協
同
組
合
と
協
賛
し
メ

ニ
ュ
ー
開
発
を
進
め
、
７
月
13

日
㈫
と
14
日
㈬
は
県
内

４
カ
所
に
て
「
白
菜
サ

ラ
ダ
」
と
「
エ
リ
ン
ギ

の
胡
麻
和
え
」、
７
月

27
日
㈫
か
ら
30
日
㈮
は

県
内
５
カ
所
に
て
「
き

の
こ
カ
レ
ー
」
と
「
レ

タ
ス
サ
ラ
ダ
」
を
提
供

し
ま
し
た
。
ま
た
、
10

月
中
下
旬
に
「
米
」
と

「
果
実
」
に
よ
る
食
育

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、

Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
13
階

の
「
食
堂
し
な
の
木
」

に
て
、
信
州
産
農
産
物

を
使
っ
た
協
賛
ラ
ン
チ

の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

　
協
賛
ラ
ン
チ
は
、
信

州
産
農
産
物
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
提
案
に
よ
り
、
家
庭
で
の
消
費
喚
起
を
図

る
と
共
に
、「
国
際
果
実
野
菜
年
２
０
２
１
」
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
果
実
や
野
菜
、
き
の

こ
を
毎
日
の
食
生
活
に
取
り
入
れ
る
重
要
性
を
発
信

す
る
た
め
、
㈱
し
き
さ
い
旬
と
協
賛
し
メ
ニ
ュ
ー
開

発
を
進
め
ま
し
た
。

　
６
月
は
、９
日
㈬
が「
き
の
こ
の
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」

と
「
ズ
ッ
キ
ー

ニ
と
エ
ノ
キ
タ

ケ
の
マ
リ
ネ
」、

23
日
㈬
が「
風

さ
や
か
米
と
ブ

ナ
シ
メ
ジ
た
っ

ぷ
り
の
信
州
産

Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
の
焼

肉
定
食
」
を
提

供
し
ま
し
た
。

　
７
月
は
、
14

日
㈬
が
「
サ
ラ
ダ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
（
レ
タ
ス
・
ハ
ク
サ

イ
・
セ
ル
リ
ー
）」、
28
日
㈬
が
「
ナ
メ
コ
と
エ
ノ
キ

タ
ケ
の
冷
し
蕎
麦
、
お
に
ぎ
り
付
き
」
を
提
供
し
ま

し
た
。

　
８
月
は
、
18
日
㈬
が
「
リ

ン
ゴ（
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
）」、

25
日
㈬
が
「
サ
ラ
ダ
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
（
ハ
ク
サ
イ
・
レ
タ
ス

類
・
キ
ャ
ベ
ツ
）」
を
提
供

し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
３
月
ま
で
月
２

回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。

販
売
流
通
企
画
課

販
売
流
通
企
画
課 

し
な
の
木
で

協
賛
ラ
ン
チ
の
提
供
を
行
い
ま
し
た

食
育
ラ
ン
チ
を

実
施
し
ま
し
た

食育メニューを味わう学生

メニューを紹介する入口のパネル

【南信事業所　営農資材課　小
こ

松
まつ

 陸
りく

】
　はじめまして、南信事業所営農資材課の小松
陸と申します。出身は伊那市です。
　私事ですが、７月からゴルフを始めました。
初めは球に当てることもままならず、少しも面
白くありませんでした。ですが、趣味は何？と
聞かれた時に「ゴルフです」と言いたくて練習
は続けています。その甲斐あってか最近少し面
白くなってきました。
　仕事においても、まだまだ未熟で面白さを感
じる余裕もありませんが、精一杯取り組み、面
白さを見つけていきたいと思います。よろしく
お願いいたします。

趣味は
ゴルフです

【南信事業所　生活課　酒
さか

井
い

 達
たつ

也
や

】
　はじめまして。南信事業所生活課の酒井達也
と申します。
　出身は長野市です。趣味は美味しいお店探し
で、最近は南信地区を開拓中です。また、コロ
ナ禍以前は日本各地を旅して、各地の名産物を
食べ歩いていました。
　仕事では石油業務を担当しています。入会す
る以前はガソリンスタンドに入る機会が少な
かったため、知識不足を実感していますが、少
しでも早く戦力となれるように頑張っていきま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

いっぱい食べて
頑張ります！

【南信事業所　生産販売課　駒
こま

井
い

 悠
ゆう

人
と

】
　はじめまして。南信事業所生産販売課の駒井
悠人と申します。出身は、松本市です。東京の
大学では化学を専攻し、日々研究に追われてい
ました。趣味はサッカー観戦で、松本山雅の試
合の時は応援に行っています。
　祖父母がリンゴとスイカを生産しているので、
小さい頃から農業が身近なものでした。生産者
側の気持ちも取り入れながら、長野県農業の生
産基盤強化に努めていきたいです。皆さん、ご
指導のほどよろしくお願いします。

アスパラの
ように
グングン
成長します！？

【中信事業所　生産販売課　垣
かき

内
うち

 岳
がく

】
　こんにちは。生産販売課の垣内岳と申します。
身長175㎝体重60㎏前後、血液型O型rh+、兎年、
山羊座右利き（時々左）、鳩胸撫肩です。
　入会理由は石川佳純選手が好きだからです。
勝利した時の健気なジャンプに無邪気な笑顔、
試合中の真剣な眼差し、いつ見ても可愛い石川
選手のためなら何でもします。きゅんです。業
務では右も左も前も後ろも分かりませんが、粉
骨砕身の覚悟で働きますのでよろしくお願いい
たします。

入会後
2ヵ月目の
笑顔
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令和3年度7月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 101 113 114 

生 産 振 興 部 計 101 113 114 

米 穀 6,278 109 91 

果 実 2,847 119 114 

野 菜 花 き 19,613 88 95 

き の こ 4,336 88 85 

営 業 3,633 88 96 

生 産 販 売 部 計 36,708 93 95 

包 装 資 材 2,334 88 97 

生 産 資 材 3,581 109 95 

農 業 機 械 2,490 106 69 

施 設 住 宅 1,793 103 82 

生 産 購 買 部 計 10,198 102 85 

畜 産 4,227 103 117 

三 岳 牧 場 80 97 88 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 101 99 96 

酪 農 6,230 105 105 

八 ヶ 岳 牧 場 79 93 110 

畜 産 酪 農 部 計 10,716 104 109 

燃料・ホームエネルギー 7,820 122 133 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 2,261 114 97 

生 活 3,137 101 99 

生 活 部 計 13,219 115 117 

長 野 県 本 部 計 70,942 99 98 
（内部販売高含む）

9月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

9/22（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

果実課

▶�次号は、1992年（平成4年）の石油類年間取扱高50万キロリットルを達成した記事と、1994年（平成6年）の
酪連と合併した記事を掲載します。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
行
わ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
終
わ
り
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

ば
た
ば
た
と
忙
し
い
日
々
が
続
く
中
、気
が

付
け
ば
「
食
欲
の
秋
」「
読
書
の
秋
」…
な
ど
秋

は
も
う
そ
こ
ま
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

食
欲
の
秋
と
い
え
ば
「
り
ん
ご
」「
ぶ
ど
う
」

「
な
し
」な
ど
の
果
物
や
「
新
米
」な
ど
美
味
し

い
物
が
目
白
押
し
で
す
。そ
の
中
で
も
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
秋
を
代
表
す
る
食
べ
物
に

「
秋
刀
魚
」が
あ
り
ま
す
。こ
の
時
期
に
獲
れ
る

も
の
は
、「
新
秋
刀
魚
」と
呼
ば
れ
、口
先
が
黄
色

く
、頭
の
上
が
膨
ら
ん
で
、全
体
が
ま
る
ま
る
と

し
た
も
の
は
脂
が
の
っ
て
い
ま
す
。刺
身
も
よ

い
で
す
が
、新
米
と
食
べ
る
焼
き
秋
刀
魚
は
格

別
で
す
。こ
こ
数
年
は
海
水
温
上
昇
等
の
影
響

に
よ
り
不
漁
が
続
い
て
価
格
が
上
が
り
高
級

魚
？
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、「
初
入
荷
」そ

し
て
「
大
漁
」の
声
が
待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　
さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、第
5
波
が
到
来
し
、終
わ
り
の
見
え
な
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。感
染
力
が
強
い
と

言
わ
れ
る
デ
ル
タ
株
に
置
き
換
わ
り
も
進
む
中

で
、こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
感
染
拡

大
と
な
っ
て
い
ま
す
。あ
ら
た
め
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
い
う
明
る
い
光
も
す
ぐ
そ
こ

ま
で
見
え
て
き
ま
し
た
が
、気
を
緩
め
る
こ
と

な
く
、「
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
」の
徹
底
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
T
）

■材料（2人分）

■作り方
①�白菜は長さ４cm、幅７mmに切ります。ブロッコリーは小房に
分けてレンジ６００Ｗで２分加熱します。

②卵を溶き、マヨネーズ、塩、胡椒を加えて混ぜます。
③�熱したフライパンにオリーブオイル大さじ1/2を入れ、②を加
えて半熟状のスクランブルエッグを作り、一度取り出します。
④�③のフライパンに残りのオリーブオイルを入れて白菜を炒め、
少ししんなりしたらブロッコリー、顆粒コンソメ、③を戻し入れ
てさっと炒めます。

・白菜・・・・・・・・・・・・・ 150g
・ブロッコリー・・・・・・・ 60g
・卵・・・・・・・・・・・・・・・・・2個
・マヨネーズ・・・・・ 小さじ１

・塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
・胡椒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
・オリーブオイル・ ・・・・・大さじ１
・顆粒コンソメ・ ・・・・・・・小さじ１

白菜とブロッコリーと
卵のさっと炒め

お詫びと訂正 本誌８月号（Vol.507）６ページ「グループ会社が定
時株主総会・通常総会を開催」に掲載しました表
の、株式会社全農長野計算センターに誤りがあり
ました。読者及び関係者の皆様にご迷惑をお掛け
しましたことをお詫びいたします。
正しくは以下のとおりです。

（誤） 会社・法人名 役職 氏名
株式会社全農長野計算センター 代表取締役社長 沖村　俊彦

（正） 会社・法人名 役職 氏名

株式会社全農長野計算センター
代表取締役社長 沖村　俊彦

使用人兼務取締役（企画管理部長） 小林　健彦
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JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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